
ド
ー

-

h

t

f

稽
"
品
川
--a

，
m

イ
チ
|
イ
ツ

一
宮
寺
家
村
と
い
ひ
、
別
に
宿
の
あ
る
匝
域
を
一
宮

村
と
稽
す
る
に
至
っ
た
と
あ
る
。
能
菅
名
跡
志
に
、

『
寺
家
村
は
指
摘
多
祉
の
門
前
に
有
。
荷
主
百
姓
入
交

て
百
五
十
軒
許
有
。
此
一
村
は
集
多
の
枇
地
に
し
て
、

火
を
掘
調
む
こ
と

E
し
。
或
は
女
の
周
の
穣
な
ど
は
、

家
々
の
後
に
別
家
有
て
鰭
る
也
。
叉
懐
胎
の
女
は
、

共
産
局
に
成
れ
ば
、
山
に
小
屋
あ
り
、
此
に
出
て
産

す
。
若
し
背
か
ば
家
に
た
L
h
v
有
。
』
と
見
え
る
。

イ
チ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ケ
タ
ヨ
ウ
-
・
f

宮
寺
家
按
期
羽

咋
郡
一
宮
寺
家
城
は
、
越
路
軍
賀
三
州
志
故
郷
考
に
、

栗
生
七
郎
の
館
跡
で
、
上
杉
謙
信
の
箆
に
陥
っ
た
と

記
し
、
文
化
乙
亥
邑
長
の
番
上
に
は
青
野
七
郎
と
記

し
て
ゐ
る
。
謙
信
の
屠
る
厨
と
な
っ
た
と
い
ふ
こ
と

は
何
等
の
蟻
が
な
い
。

イ
チ
ノ
ヤ

-

J

谷
鳳
至
郡
小
垣
の
内
の
小

手
。
鵜
川
天
満
宮
天
文
三
年
八
周
の
棟
札
に
一
屋
左

近
と
あ
る
は
、
こ
の
地
の
人
で
あ
ら
う
。

イ
チ
ハ
シ
シ
ョ
ウ
ゲ
ン
市
橋
締
監
慶
長
十
二

年
前
田
利
常
に
召
出
さ
れ
て
二
百
石
を
賜
は
り
、
其

の
子
普
右
衛
門
の
と
き
大
翠
寺
藩
の
従
臣
と
な
っ

た。
イ
チ
ハ
シ
ナ
ミ
エ
市
穂
波
江
明
治
二
年
六
局

大
型
寺
務
の
贋
金
製
造
即
ち
パ
ト
ロ

y
事
件
護
鐙
と

共
に
責
任
を
質
う
て
開
腹
し
、
累
を
藩
に
及
ぼ
さ
な

か
っ
た
。
因
っ
て
組
頭
井
上
喰
輔
・
志
村
杢
準
・
中

監
察
司
・
河
野
喜
平
次
が
立
曾
ひ
、
死
体
を
援
演
と

し
て
政
府
の
沙
汰
を
待
っ
た
が
、
務
は
其
の
死
を
悼

み
、
嗣
子
誠
一
郎
に
増
諒
し
て
九
十
九
俵
一
斗
四
升

を
奥
へ
た
。

イ
チ
ハ
シ
マ
サ
タ
ダ
市
橋
政
忠
遁
稽
左
衛
門
。

大
坂
冬
陣
に
は
第
五
陵
の
馬
廻
組
顕
で
あ
っ
た
。
知

行
二
千
八
百
石
。
寛
永
十
四
年
に
夜
し
た
。
大
莱
寺

の
持
鏡
は
寛
永
八
年
そ
の
失
政
秀
の
二
十
三
固
に
嘗

li--

っ
て
政
忠
の
寄
準
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
商
は
断
絶
。
一
南
斜
面
に
あ
る
石
様
で
あ
る
。

イ
チ
バ
ノ
ザ
イ
ケ
市
場
の
在
家

J
W
J
ル
ギ
ノ
一
イ
チ
ム
ラ
セ
イ
ロ
ク
市
村
清
穴
清
穴
は
朝
鮮

イ

チ

鶴

来

の

市

。

一

人

で

、

問

凶

陣

の

節

捕

虜

と

な

っ

て

来

b
、
前
回
利

イ
チ
ハ
ラ
キ
タ
シ
ロ
ヒ
コ
ジ
ン
タ
ヤ
榛
原
北
代
一
長
に
召
出
さ
れ
て
毅
生
御
用
を
仰
付
ら
れ
た
。
其
の

比
古
紳
枇
鳳
京
都
谷
内
に
鎮
座
す
る
ι
式
内
等
哲
一
子
十
右
衛
門
交
の
跡
円
を
相
続
し
、
切
米
十
三
俵
俄

祉
担
に
、
『
河
原
田
郷
大
野
村
高
洲
山
銀
座
。
故
今
一
を
賜
は
り
、
寛
永
二
十
年
病
死
し
た
。
そ
の
子
十
右

稽
=
鷲
獄
八
傭
宮
刊
式
外
之
加
聞
社
也
。
』
と
あ
り
、
能
一
衛
門
相
縦
し
、
御
腿
院
に
鴎
し
て
殺
生
御
用
を
勤
め

菅
名
跡
志
に
、
『
叉
少
し
行
け
ば
路
綴
と
い
ふ
あ
り
。
一
た
が
、
共
の
後
小
川
七
郎
左
衛
門
の
門
弟
と
な
っ
て

是
は
谷
内
村
の
内
な
り
。
海
際
の
磁
際
に
茂
り
た
る
一
火
矢
の
術
令
嬢
び
、
延
賢
二
年
に
病
死
し
た
。
そ
の

大
義
あ
b
。
機
原
彦
の
神
位
京
ち
給
ふ
。
則
悶
級
八
一
子
七
兵
衛
は
元
除
の
頃
諸
橋
喜
太
夫
の
弟
子
と
な

鴫
宮
と
践
す
。
本
地
大
日
如
来
。
昔
は
爾
部
の
大
世
一

b
、
御
能
役
者
を
勤
め
た
。

な
り
し
に
、
兵
乱
に
今
は
紳
雫
ま
で
に
て
、
四
柳
氏
一
イ
チ
ヤ
ヘ
キ
ガ
ン
シ
ユ
ウ
一
・
夜
間
F

鰻
集

J
へ

也
。
鷲
紙
と
い
ふ
は
、
佐
古
此
腕
に
て
臨
京
比
古
の
一
キ
ガ

y
y
ユ
ウ
碧
躍
集
。

跡
肱
、
総
の
感
島
を
矢
に
て
退
散
あ
b
し
に
、
共
mm
一
イ
チ
ラ
ク
一
一
祭
路
島
郡
能
鞍
部
の
百
姓
0

・得

に
八
幡
の
文
字
あ
り
。
是
を
制
側
諸
せ
し
祉
也
と
。
叉
一
井
民
。
寛
文
七
年
四
月
長
池
頼
の
家
に
浦
野
事
件
の

此
の
骸
を
収
め
し
よ
り
輪
島
の
慰
問
腕
宮
と
い
ふ
闘
。
一
起
っ
た
時
、
十
村
役
上
野
が
慮
罰
せ
ら
れ
た
の
で
、

委
し
〈
は
縁
起
に
あ
り
。
中
比
利
家
公
御
逝
b
の
時
、
一
そ
の
家
庭
及
び
跡
官
聞
を
拝
領
し
て
十
村
と
な
っ
た

此
の
宮
の
衆
徒
の
内
、
石
動
山
に
奥
カ
せ
し
者
あ
り
一
が
、
延
貸
元
年
役
儀
を
泥
ぜ
ら
れ
、
二
年
病
夜
し
た
。

て
、
長
万
に
て
御
成
敗
あ
り
し
と
て
、
往
来
に
共
腕
一
二
代
一
築
袈
喰
し
て
疋
徳
三
年
五
月
夜
。
一
一
一
代
一
繁

を
畏
万
坂
と
で
あ
b
。
』
と
見
え
る
。
話
祉
に
承
元
元
一
叉
襲
職
し
て
亭
保
六
年
五
月
夜
。
四
代
一
祭
は
襲
職

年
三
局
の
棟
札
と
て
機
原
北
代
比
古
制
駐
六
祉
大
徳
一
し
た
が
、
晩
年
の
事
は
祥
か
で
な
い
。
武
代
一
築
は

現
、
長
谷
部
兵
庫
允
鹿
述
の
文
字
が
あ
り
、
叉
脈
問
飽
一
加
盟
喰
せ
ず
。
六
代
一
祭
は
亭
和
三
年
芹
川
村
兵
衛
先

三
年
十
周
の
も
の
と
て
様
原
北
代
比
古
前
世
六
社
大
一
組
に
引
越
十
村
と
な
り
、
積
井
村
一
築
と
稽
し
、
文

明
跡
、
施
主
長
谷
邸
推
奨
左
衛
門
尉
政
述
の
文
字
の
一
政
二
年
三
月
十
村
三
十
人
が
訓
戒
の
矯
入
牢
せ
し
め

あ
る
も
の
が
あ
る
が
、
共
に
疑
は
し
い
。
一
ら
れ
た
時
之
と
共
に
収
容
せ
ら
れ
、
六
月
出
牢
し
て

イ
チ
ヒ
メ
ジ
ン
タ
ヤ
市
銀
紳
低
金
揮
下
近
江
一
筋
役
し
、
七
年
二
月
夜
。
七
代
一
築
は
能
管
部
下
村

町
に
鎮
座
す
る
。
初
め
石
川
郡
大
夜
間
に
あ
っ
た
が
、
一
一
築
と
抑
制
し
、
山
廻
役
と
な
b
、
弘
化
元
年
夜
。
八

そ
の
農
民
九
郎
兵
衛
、
近
江
町
の
野
兵
衛
と
謀
っ
て
一
代
一
柴
亦
山
廻
役
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

之
を
同
町
接
待
橋
の
附
廷
に
移
し
、
次
い
で
寛
永
中
一
イ
チ
ラ
タ
シ
ユ
ウ
一
一
一
課
築
三
巻
一
般
。
奥
村

卯
辰
観
脅
院
の
境
内
に
縛
じ
、
明
治
十
二
年
再
び
今
一
向
寛
の
歌
集
で
、
寛
政
四
年
壬
子
旗
生
二
十
八
日
の

の
地
に
遷
座
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
一
自
序
が
あ
り
、
そ
の
ろ
ち
に
筒
寛
が
歌
を
青
山
知
親

イ
チ
プ
ガ
9

一
歩
調

4
プ
カ

p

歩
苅
。
一
に
箆
・
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

イ
チ
ベ
Z
ヅ
カ
市
丘
一
街
塚
白
山
の
大
汝
岳
の
一
イ
チ

9
ン
ポ
ウ
-
林
坊
羽
咋
郡
稲
谷
妙
成
寺

四
六

の
塔
頭
。
寛
永
十
八
年
妙
成
寺
十
五
代
目
保
之
そ
建

立
し
て
返
隠
厨
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
は
作

せ
ぬ
。イ
チ
ル
イ
オ
ア
ヅ
ケ
-
一
類
御
預

4
オ
ア
ザ
ケ

御
預
。イ
チ
レ
ン
-
遭
白
山
記
に
『
潤
頂
座
主
始
一

蓮
君
ヨ
q
喰
備
ま
四
代
、
本
ハ
.
京
入
也
。
』
と
見
え
る

か
ら
、
白
山
寺
の
座
宅
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
が
詳

俸
を
得
ぬ
0

・

イ
チ
ヰ
ユ
ウ
セ
ン
市
井
友
仙
元
機
九
年
十
二

局
新
知
百
石
を
賜
う
て
御
茶
堂
頭
と
な
b
、
疋
徳
三

年
夜
し
た
。
そ
の
子
友
佐
も
亦
後
に
友
仙
と
い
ひ
、

突
の
越
知
十
人
技
持
を
受
け
、
事
保
二
十
年
五
人
扶

持
を
加
へ
、
元
文
五
年
新
知
百
石
を
受
け
、
貸
出
向
十

一
年
残
し
た
。
子
採
友
渓
・
英
仙
・
明
設
亦
御
茶
堂
と

し
て
藩
に
仕
へ
た
。

イ
ツ
カ
一
荷
酒
二
栂
を
い
ふ
。
高
治
二
年
正

用
の
御
定
書
に
、
『
歳
暮
御
前
儀
、
自
分
知
二
成
行
以

上
御
小
袖
一
つ
、
同
一
高
石
以
上
一
荷
一
一
路
、
間
三

千
石
以
上
御
肴
一
一
種
充
可
上
事
。
』
な
ど
L
あ
る
。

イ
ツ
カ
イ
M
Y
-
-曾
寺
石
川
郡
富
樫
庄
品
円
相
什
の

内
に
経
塚
と
い
ふ
が
あ
b
、
昔
一
曾
寺
の
逝
枇
で
あ

る
と
偲
へ
る
。
一
曾
寺
は
叉
一
廻
寺
と
も
醤
か
れ

る。
イ
ツ
カ
ン
イ
ン
-
閑
院
石
川
郡
鶴
来
に
在
っ

た
。
寛
永
八
年
貧
困
寺
五
代
泰
山
雲
発
は
、
芳
春
院

夫
人
取
立
の
長
老
で
、
鶴
来
の
山
林
を
拝
領
し
之
を

建
立
し
た
。
明
治
五
年
金
揮
下
百
々
女
木
町
に
移
っ

た。

-
米
騒
動
0

4
Y
マ
ノ
イ
ツ
キ
ク
島
野

イ
ツ
キ
一
一
袈

イ
ツ
キ
ク
-
鏑

一
鏑
。イツ
ケ
イ

J
コ
メ
ソ
ウ
ド
ウ

最

↓
ツ
カ
タ
イ
ツ
ケ
イ

探
出
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